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1. はじめに～大学入学共通テストの出題内容の変化と特徴

　この小冊子を読んでくれている皆さんは、
2023年の大学入学共通テスト（以下、「共通
テスト」と表記）の問題にもう取り組まれたでし
ょうか。今回の特徴については、すでにいろ
いろな予備校や業者から詳細なレポートが出
されており、そちらに解説は譲りますが，私が
いろいろな生徒から聞き取った現場の声を総
合すると、リーディングに関しては、一言で言
って「面倒な問題が多かった」ということにな
るでしょう。出題形式は昨年と同じ大問6題
からなる構成ですが、設問数は2問増加して
います。ただ、問題数が増えた（総語数自体
はほとんど変わっていません）ことよりは、ウェ
ブサイトやクラブのニュースレター、ブログ記
事といったライトなものから科学的説明文に
わたる重厚なものまで多種多様なジャンルと
スタイル、図表を含めた複数の情報源から概
要・要点を把握する様々な出題形式、といっ
たものが受験生を戸惑わせるものになってい
るようです。この共通テストは、かつてのセン
ター試験以上に、そして共通テスト同士で比
較しても、回を重ねるごとにますます、問題文
を「隅々まで」読まないといけないような作り

になってきていると私は見ています（リーディン
グ力を測るテストなんだから、当たり前といえ
ば当たり前なんですけど）。一方、リスニング
に関して言えば、全体の問題構成は昨年とほ
ぼ同じで、昨年平均正答率が低かった第5問
と第6問で、講義や会話の内容がやや身近な
もので理解しやすくなったこともあり、全体とし
て若干易化した、との声が多かったようです。
とはいえ、問題部分のスクリプトの総語数は
昨年とほぼ同じで約1600語もあり、普段英
語を聞き慣れていない生徒にとっては、短時
間に大量の英文を聞き、理解することに苦手
意識を感じる人も多いでしょうし、また、定着
してきたとは言え、第3問から第6問が1回聞
きの出題であることにもまだまだ不安があるか
もしれません。
　限られた時間内に、これほどの大量の英文
を読んだり聞いたりし、正確に情報を探し当
て、設問に答えてゆく力をどうやってつけてゆ
けばよいのか。この小論では、その対策の鍵
をTOEFL Junior®の利用という観点から説
明してみたいと思います。
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2. リーディングセクションの特徴とTOEFL Junior®の親和性

　今回の共通テストのリーディング問題から、
比較的正答率の低かったとされる問題を例に

取り、共通テストの出題意図を考えるところか
ら始めてみます。

　第2問Bの問4（解答番号14）は、共通テス
トで繰り返し出題されているopinionを問う問
題です。ここでは解答の根拠となる該当箇所
であるFeedback from participantsのKFによ
るThere should have been other ways to 
take part.という発言（これ自体も、あとで説
明するTOEFL Junior®の文法・語彙セクショ
ンでたびたび出題される〈助動詞＋have p.p.

（過去分詞）〉の理解が必須です）が、選択肢
①のように「言い換え」られていることを見抜く
力が求められています。もちろん「消去法」を
使っても解答を導き出すことは可能です。
　しかし、そうした「言い換え」への注意や「消
去法」を使って解く、といったテクニックを身
につけようとする前に、そもそもなぜこうした問
題が出題されているかよく考えてみましょう。
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共通テストの出題者からのメッセージは極め
てシンプルです。「文章を丁寧に注意深く読
んでください」ということ。それはつまりどうい
うことか？「書き手（話し手）の目的や意図を
文脈から理解・推測する」ことこそ、注意深く
丁寧に読むことに他ならないわけです。
　「共通テストは単語数が多いから速読が大
事だ！」と言われていますが、その速読は決し
て「大意だけ掴んで飛ばし読み」をすることで
はないのです。そうした解像度の低い読みで
は、昨今の共通テストではまず巧妙なひっか
けの選択肢に絡め取られてしまうのがオチだ
と思います。
　また、選択肢の「言い換え」に慣れなけれ
ばいけない、ということばかりが強調された指
導を受けているかもしれません（皆さんの通っ
ている学校や塾ではどうでしょうか）が、もっと
そうしたテクニック的な指導の手前で大事なこ
とがあると私は考えています。それはつまり、

与えられた文章の鍵となるセンテンスや、文
章全体（文脈）を踏まえたテーマをしっかりと
理解しながら、大局的に読んでいくことです。
そうした骨太の読解力が共通テストでは求め
られているということです。
　このような力の養成のために、実はTOEFL 
Junior®は打ってつけの設問だといえます。な
ぜか？TOEFL Junior®には書き手の目的を
つかむ問題や推測する問題が明確に設定さ
れているからです。公式問題集によれば、書
き手の目的をつかむ問題では「書き手が文章
の中で自分の目的を明確に述べる場合もあり
ますが、それ以外の場合には目的を判断する
ために、文章内のキーワードやキーフレーズ、
さらにより大きなテーマに注目する必要」があ
る、とされています（注1）。まさに私が先ほど
述べた「大きな文脈理解」が必要な出題だと
言えるでしょう。

（公式問題集、 p.61）
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　また推測する問題は「直接は述べられてい
ないが文章の中で強く暗示されている考えや
事実を理解する能力」を測定するものと意図

されています（注2）。これもまさに、「筆者の
意図を汲んで、問題文には直接ない表現（言
い換え）を探り当てる練習」に好適です。

　上に掲げたようなタイプ別問題に数多く触
れ、読み方の精度をあげておくことは、長い目
で見たときに、小手先のテクニックよりもはる
かに共通テスト対策になると私は確信します。
共通テストは、計算問題をはじめ、目先の変
わった問題が毎年のように出題され、その度
に受験生が右往左往してしまう姿を目にする
わけです（正直言って、毎年変化するこうした
出題形式を事前に予想して対策することは不

可能に近いと言っていいでしょう）。しかし、
そうした表面上の変化に惑わされず、どんな
出題形式であっても安定して得点できるよう
になるためには、そもそもの読解の解像度を
高めることが、最短かつ最適の学習法です。
そうした読みができているかどうかの確認とし
て、TOEFL Junior®は非常に良い物差しにな
ると思います。

（公式問題集、 p.65）
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3. リスニングセクションの特徴とTOEFL Junior®の親和性

　リスニングについては、ある意味でリーディ
ングよりもTOEFL Junior®との親和性がわか
りやすいと言えるかもしれません。まずもって、
出題形式そのものが似ているということが挙

げられるでしょう。例えば今回の共通テストと
TOEFL Junior®の問題を単純に並べてみて
も、その類似性は一目瞭然です。

（公式問題集、 p.27）

■ TOEFL Junior®の問題
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　TOEFL Junior®のリスニングセクションで
は、リーディングと同様に文脈とキーワードに
注意を向けること、特に話の最後に出てくる
情報が解答に必要になることに注意すること
などが対策として公式問題集では述べられて
います（注3）。まさにリスニングの勉強の王
道とも言えるやり方であり、そっくりそのまま共
通テストの対策として有効です。TOEFL 

Junior®の読み上げのスピードはネイティブの
話す自然な速度となっており、共通テストの音
声が「速い」と感じる生徒にとっては格好の練
習素材となるでしょう。
　また、あいまい母音（behind/bəháɪnd/の
ə）の聞き取りができているかが正答を選ぶポ
イントになる問題（第1問B問6）が出題された
ことも指摘しておきたいと思います。

　カタカナ発音からの脱却ができているかを
確かめるような問題（問22～25ではawardと
いう語が聞き取れているかがポイント。カタカ
ナ式に「アワード」ではない！）も、共通テストで
は狙われ所です。これらについても、自分のリ
スニングの弱点をしっかりとTOEFL Junior®

で診断した上で、克服のために意識的に集中
練習することが大切です。診断と集中トレーニ
ングの両方の目的のためにTOEFL Junior®を
利用することで、受験価値は倍加されます。も
ちろん、1回聞きの対策としても有効なことは
言うまでもありません。



7

4. 文法・語彙セクションの特徴とTOEFL Junior®の親和性

　共通テストのリスニングについては、私はむ
しろTOEFL Junior®の文法・語彙セクション
との関係性を指摘しておきたいと思います。
どういうことか？センター試験で出題されてい
た文法・語法問題が共通テスト（リーディング）
では姿を消したということがよく指摘されるわ

けですが、実は消滅したのではなく、リスニン
グで文法問題が出題されている（文法・語法
的知識が聞き取りの成否を分ける）ということ
をご存知でしょうか。
　今回の共通テストリスニングの第1問B問9
をご覧ください。

　ここでは、 in here / over hereの〈対比〉が
解答のポイントになっていますが、こうした

構文上の対比関係が問われるのは、TOEFL 
Junior®では文法・語彙セクションです。
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　また、先にあげた〈助動詞＋have p.p.（過
去分詞）〉などの文法理解が聞き取りの成否

に影響する問題もよく見られます。

　こういった知識がしっかりと身についている
か、弱点はどこにあるかの診断としてTOEFL 
Junior®の文法・語彙セクションが役に立ちま
す。
　また、「語彙」という面に着目すると、共通テ
ストの出題範囲であるCEFR B2程度までの
語彙が確実に自分のものとなっているかの確
認材料としてTOEFL Junior®の文法・語彙セ

クションが使えます。例えば、今回の共通テ
ストリーディングでは第6問BでCEFR B2レベ
ル（あるいはそれ以上）の語彙（例えばsoak, 
nourish, withstandといった語）が解答に絡
んで登場していましたが、このレベルの語彙
がしっかりと定着しているかどうかは、下のよ
うなTOEFL Junior®の問題で自己確認できる
でしょう。

（公式問題集、 p.106）
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5. TOEFL Junior®の受験価値

　TOEFL Junior®は「読む」「聞く」の２技能
において「どれだけ英語が使えるか」を測るテ
スト（注4）であり、学校の定期テストや模擬
試験のように一定の範囲の学習内容の理解
度を確認するものではなく、専門知識や背景
知識を問わず英語の熟達度そのものを測定
するものとして設計されています。題材は中
高生の学生生活をベースにしたオーセンティッ
クなもので、スコアはCEFRおよび、リーディン
グスコアは英語読書力を示すLexile®指数と
も連動した世界基準であることも特徴です。
こうした点がTOEFL Junior®の受験価値であ
ることはすでにみなさんもよく理解していただ
いているはずですが、私はそこにもう一つ価
値を付け加えたいと思います。それはTOEFL 

Junior®の問題を普段の英語学習の教材とし
て活用することです。これまで説明してきたと
おり、TOEFL Junior®の問題は、共通テスト
との親和性が非常に高いため、公式問題集
などでさまざまな問題をこなすことで、オーセ
ンティックな英語に慣れ親しみながら共通テ
スト対策も行うことができるという「一粒で二
度美味しい」効果を期待できるでしょう。特に
リスニングセクションは、まとまった量の英文
を聞いて問題を解く訓練を行える教材として、
非常に質の高いものであると言えます。ぜひ、
英語教材という視点からもTOEFL Junior®の
利用価値というものを見直してみることをお勧
めします。

（注１）TOEFL Junior® STANDARDテスト公式問題集、くもん出版、p.60（2016）

（注２）公式問題集p.64

（注3）公式問題集p.27

（注4）TOEFL Junior®公式サイトより（https://gc-t.jp/about_test/junior/）

（公式問題集、 p.111）



10

memo

佐古 孝義
明星大学　教育学部教育学科　准教授
1980年岡山県生まれ。京都大学大学院　人間・環境学研究科修士課程修了。
現在，同大学院人間・環境学研究科博士後期課程在籍。
主な著書に『コーパス・クラウン総合英語』（編集委員会代表，三省堂）。
TOEIC L & R 990点、英検1級。　

著者紹介



Danke Sehr


